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【1 分解説】リフィル処方箋とは？ 

 人財開発コンサルティング事業部部長  摩尼貴晴 

 

2022 年度の診療報酬改定により、処方薬の新しい受け取り方として、リフィル処

方箋の制度が導入されました。リフィル（refill）とは、英語で「詰め替え」を意

味し、リフィル処方箋とは症状が安定している患者について、医師及び薬剤師の適切

な連携の下、一定期間内に処方せんを最大 3 回まで反復利用することができる処方箋

のことを言います。 

米国カリフォルニア州では 1951年、イギリス、フランスでも 2000年代から既に導

入されており、日本でも医療費の削減や患者の受診負担の軽減などを目的に 2022 年

4 月から導入されました。ただし、現時点では活用が進んでいない状況であることか

ら、国の政策方針を定めた骨太方針 2024 では「活用推進に向けて、阻害要因を精査

し、保険者からの個別周知等による認知度向上を始め機運醸成に取り組む」と記載さ

れています。 

高齢化に伴い増加する医療費の削減は喫緊の課題です。今ではジェネリック医薬品

の利用割合は 80%を超える水準となりましたが、その普及には 10 年以上の年月を要

しました。厚生労働省が行ったリフィル処方箋に関する調査では、「制度の内容まで

知っている」という患者は 30%に満たない状況です。骨太方針 2024 が指摘している

ように、まずは認知度向上を図ることにより、制度の活用が進むことを期待します。 
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